
3年  保 健体育科 学 習指導案

1 日  時   平 成 16年 9月 10日 (金) 5校 時

2 学  級   3年 1・ 3組  女 子 (45名 )

3 単 元名  球 技 (パレーボール)

指導者  伊  東  久 美子

4 単 元について
パレーボールは、個人的技能や集団的技能を発揮しながら攻防を繰り返し、得点や勝取を競い合うところに

楽しさを感じるスポーツである。またt練習を通して、ジャンプカや敏捷性などの体力を高めることができる。
さらに、自己の役割を自党し、責任を果たしたり助け合つたりするなどの社会生活に必要な態度の育成にも役
立つ。

授業で扱うときに大切にしたい特性は、ネッ
i卜
を挟んで攻防するために、相手に邪魔されることなく攻撃が

できることから、チームとしての課題や作戦を立てやすいこと、また、それぞれのポジションでの役割が比較
的はつきりしており、場面場面で誰が何をすべきかが分かりやすいことである。

従つて、生徒は 「個人の課題」や 「チームの目標Jを 具体的に設定しやすい。また、ボールが落ちるたびに
ゲニムや練習がストップするため、振り返り (形成的評価 :自己評価 ・相互評価)も じやすい。
しかし、パレーポールの一番の特性であるボレー(ダイレクトプL/―の連続)でのボールの扱いは、個人の技
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5 生 徒の実態                       と ても好を         と てもいい

事前アンケー トからみた実態としてはtパ レーボールが好き 4 - 3 - 2 - 1

3 9路   4 2 %   1 6粥   3 % ( 1人 )

でi好 ましい気持ちを持つている生徒が約8割 いるが、パレーを嫌いと感じている2割の生徒 (特に、とても

嫌いの1人)に 十分に気を配りたい。
バレーポールが好きな理由は、 「ゲームが楽しい、みんなで楽じめる、励まし合える、協力し合える、スパ

イクがおもしろい.ラ リーが続いてハラハラする、声を出して元気にできる、みんなで盛り上がる」等で、バ

レーボールの特性を理解している生徒である。

逆に嫌いな理由は 「苦手、上手くできない、ボエルが痛い、ボールが続かない、みんなの足をひっばる、や

る気がない人がいるとおもしろくない」等で、ごく一部を除き、ほとんどが個人的技能の未熱な生徒である。
この実態から、技能の未熟な生徒でもパレ丁ボ~ル の楽しさを体感できるように、励ましやアドバイス等の

暖かい雰囲気を大切にし、ルールを工夫して、自分の持っている力で線習やゲームが楽しめるようにする。ま

た、明るく活発な生徒が多いので、ガッツポーズやハイタッチなどを勧め、苦手意識の強い生徒も盛り上がっ

た雰囲気に巻き込んでいくようにさせたい。

学級の特徴は運動能力の高い生徒も多く、新体カテストでA判定の生徒が50%、 B:24%、 Ci12%、

D:12%、 E:3%と いう結果であつたが、反面、落ち着いてじつくり思考することが苦手な生徒がやや多

いので、日―テーションやフォーメーションの自分の役割をしつかり自覚できるようにさせたい。

(ネ参考 :パレーポエル部員は、全体で1名)

6 単 元の目標

(1)チ ームにおける自己の役割を自党して進んで取り組むとともに、健康。安全に留意しながら協力して線習

やゲームができるようにする。 (関心・意欲 口態度)

(2)チ ームの課題や自己の能力に適した課題の解決を目指して、ルールを工夫したり作戦を立てることができ

るようにする。 (思考 ・判断)

(3)個 人的技能や集回的技能を身につけるとともに、作戦を生かした攻防を展開してゲームができるようにす

る。 (技能)

(4)パ レーボールの特性を理解し、競技や審判の仕方を理解できるようにする。 (知識・理解)
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7 単 元の評価規準と評価計画・指導計画 (15時 間扱い 本 時 :7/15甲 )

ネ 参 考  1年 生 :12H扱 い、主な学習内容 (パス、パスゲーム)
2年生 :14H扱 い、主な学習内容 (スパイク、三段攻撃、固定ボジションで簡易ルールでのゲーム)

評  価   規   準

学 習 内 容

運独へ0囲|・念敬。と度 魁軸についてOB考・判踊運動の機能 運動について0舶脅・理併

バレーボールの特性に

関心をもち、楽しさや喜

び力ぐ味わえるように進ん

で取り組もうとする。

また、チームにおける

自己の役割を自党して、

その責任を果た。し、互い

に協力して練習やゲーム

をしようとするととも

に、勝敗に対して公正な

態度をとろうとする。

さらに、.練習場などの

安全を確かめ、健康 =安

全に留意して練習やゲー

ムをしようとする。

チームの課

題や自己の能

力に適した課

題の解決を目

指して、ルー

ルを工夫した

り作戦を立て

たりして練習

の仕方やゲー

ムの仕方をエ

夫している。

個人的機能、

集団的枝能を

身につけ、作

戦を生かした

攻防を展開し

てゲームがで

まる。

バレニボー

ルの特性や学

び方t技 術の

構造、合理的

な練習の仕方

を理解すると

ともに,レール

や審判の方法

を理解し、知

識を身につけ

ている。

時 ねらい1

(今もっている力で運動を楽しむ)

ねらい2 は れた力にあじて析し

いI夫を加えて運Bを発しむ)

ウナーミン

'・7リフ
・

オリエンテーション 討 しのゲーユ O O

2
tパ
スの復習

簡易

ケ
・―ム

O O

3 スパイクの復習 ″O O

4 ローテーション
・フォーメーション

O O

5 O 0

６

一

十晦調触神①

ルールを工夫した :

ゲーム

(チーム毎にルールが

違つて良い)

O O

翻 ホ ろ を ノ

8 ③ O O

9 ④ O O

10 ⑤ O O

O O O

12 0 O 0

O 0 0

14

学 年 バ レ ー ボ ー ル 大 会

O O

15 O O
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8 本 時の学習指導                  ―           i千 ′       !

…(1)目    標

l ①  チ Tム で協力し、!楽しさや喜びが味わえるような練習やゲ
ームができるようにする。僻い意様・態度)

f ②
 チ ームの課題解決を目指して、中

―テーシヨンやフォーメーションの工夫、練習の工夫ができるように

する。lB者・報駒

!(2)指 導の構想
! ①  ウ ォーミングアップは、共通メニューの他に、スポーツテストの結果から各自の体力を高めるトレーニ

ングを加えて行う。

② 生 徒のもつている力でゲームが楽しめるよう、ルールや場の工夫を次のようにした。

ア、ポールは、公認球、軽量球、レクリエーション球の3種類を各自 (チーム)で 選択させる。

イ、ネットの高さは205CMと し、スパイクがしやすいようにする。
ウ、線習の場を確保するためヽヨートとコートの間に、簡易ネットを作る。

③ 役 割分担を自覚させるためにビブスを着用させる。レフトのプレヤー :黄色、センターのプレーヤー :

ピンク、ライトのブレーヤー !緑。

④ チ ーム毎の練習では、固定のポジシヨンでチャンネボールから=段 攻撃ができつつある今のレベルから、
さらに進んだ段階での政防を行わせるために、既存のルールからはずれることを可として、ローテーショ
ンを工夫させ、それぞれの場面に応じてフォーメーションを工夫させる (7人 のチームは7人 で回―テー

ションする)。

予想される活動は、
ア、レシーブフォーメーションからの三段攻撃
イ、サーブ時のフォーメーションからの三段攻撃
ウ、アタックレシーブフォーメーションからの三段攻撃

⑤ ゲ ームは、テームの課題解決に応じてルールを工夫し、課題が解決された場合には得点が多く入るよう
1 に する。チーム毎にルールが違つても試合進行には支障がないので、かまわないこととする。
例)ア 、チャンスポールからの三段攻撃が目標のチーム

i      tチ ヤンスポールからゲームを開始し、スパイクが決まうたら2点 とする。
1    イ 、サーブ時のフォーメーションからの三段攻撃が目標のテーム

ゆるいサーブからゲームを開始し、スパイクが決まったら2点 とする。
ウ、アタックレシーブフォーメーションからの三段攻率が目標のチーム
ブロックが決まつたら3点 、アタックをレシーブした後得点したら2点 とする:

なお、単元の後半のリーグ戦は、共通のルールで試合をすることとし、ゆるいサーブからプレーして触
球回数のみ緩和した正規のルールに近いルールで試合をさせたい。
③ チ ーム線習カードには、練習内容等を例示し、生徒に考えるとントを与える。また、Plan→ Do→
See→ Ptan・ ・・と活用できるよう、実態に応じて計画は随時変更させる。
② タ イマーを用い、生徒が時間の自安を持って活動できるようにさせる。
③ 励 ましや賞賛の声が出て、明るい雰囲気で活動できるようにさせる。               ″

(3)具 体の判断規準

A 「 十分満足できる」 B「 おおむね満足できる」 C「 努力を要する生徒」今の支援

帥
，謝
・雛

チームメイ トのもっている力を発揮
させるよう励ましながら練習やゲーム

を進め、皆が楽しめるよう声を出し進
んで取り組む。

チームで協力し、練習や

ゲームを楽しもうとする。

失敗してもチームメイトが励
ましたり、カバーできるように
し、肯定的な人間関係になるよ

う支援する。

思考

判断

チームの課題解決に向け、日―テー

ションやフォーメーションについて
工夫する。よリレベルの高い活動をめ

ざし、練習の仕方を工夫したり指示を
出しチームメイトをリードしている。

チームの課題解決を意識
し、工夫した日―テーシヨ
ンやフォーメーションにお
いて、自分の動きを理解し

ている。

ローテーションやフオーメー

ションで、自分の動きが分かる
ように作戦ボードで支援する。

繰り返し練習するよう支援す
る。
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(4)1本 時の展開

段贈 学 習 内 容 学 動活習 形態 O個 への配慮●教師の支援※評価 資料等

導

入

‐５

分

準備

ウォーミンク
・
7リフ
・

検拶

本時の目標確認

１

　

　

２

３

　

　

４

.用 具の準備とビブスを着用する。

1各 自でウオーミングアップを行う。

(1)ジ ョギング

(2)徒手体操
(3)柔軟運動
(4)サーキットトレーニング

(5)パス練習

① 直上パス ② 対人パス、

③ 4人一組でのパス

瑠 く
様0酷勧報督   撤 礎体を取る紹

④ 2対 2のミニゲーム形式

(6)スパイク総習

1集合整列し、挨拶をする。

,本 時の目標を確認する。

個別

ク
・
ルー

フ
・

斉

　

斉

一　
　
一

正しい運動を行うよう支援す

る。

O 各 自の技能に適したボールを

使用させる。

● 芦 の連携を取るようさせる。

フォギーションを工夫し、盛り上が
つた試合を目指すことを理解さ

せる。

黒板

ビブス

タイマい

ネットロ,

高さは

205CM

簡易

ネット

公認球
28個

軽量球
23個

レタリエーン

ョン球
12個

ねらい 1   コ 夫したローテーシヨンに応じて、テームの作戦に
魅 覇

一晨

開

３０

谷
一

作戦
ボード

チーム毎の練習 5.テ ームの目標に応じた練習

(1)ヨートを使つた練習(予想される内容)
① レンフ
・
カーメーションからの三段攻撃

② け-7・時のフォギーションからの三段攻撃
③ 7'ックレンーメフォーメーションからの三段攻撃

(2)ョート外の練習(予想される内容)

① スパイク練習

② トス練習
③ パス、カバーリング様習

ダ店
フ
・
※ 「関心 ・意欲 ・態度」 :練習や

ケ
・―Aを楽しもうとしているか。
Cの生徒 :チムメイトが励ました

り加
・―できるよう支援する。

※ 「思考半J断」:理解しているか.
Cの 生徒 :作戦ボー ドで支援
する。失敗したところをもうニ

度練習させる。
6 チ ームに貢献できることをね
らいとして、個人的技能を練習

¬させる。

ど
6.ゲ ーム 6.工 夫したルールでゲームを行う。

予想されるルール

(1)ス パイクが決まったら2点

(2)ブ ロックカぐ決まったら3点
て3)1,―上で4同 以上フ

・
レー1をてキ1亀い

ク
・
レ

フ
・
※ 「関心 ・意欲 ・態度J :ゲ ームを

楽しもうとしているか。
Cの 生徒には、チームメイ ト

が励ましたリカバーできるよう
支禅する_

4回 以内でフ
・
いする

5回以内でフ
・
レする

(4)ト フ
・
をせずに自陣からフ

・
い開始

トデをゆるく入れてフ
・
い開始

終

末

5

分

７

　

　

８

整理運動

学習のまとめ

撲拶

7.一 斉に整理運動を行う。

8.本 時のまとめを行う。
(1)チームでミーティングを行う。

①本時の活動に対する評価
②次時の目標と活動内容の設定
(2)本時を振り返る。

9.挨 拶をする。

斉

　

斉

　

　

　

　

斉

一　
　
一　

　

　

　

　

一

● 次 時の目標と活動内容が適切
でない場合は、変更するよう支
援する。

● 生 徒が成就感を持つよう、本
時のまとめを行う。
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本時のテーム毎の活動内容 (予定〕

デレーポール時のポジション 目 標 純習 (コー ト利用) 練習 (コー ト外) 脱合のルール

A

コ
　

　

ー

　

　

ト

責 5 (と
・
5 ) 緑 5

緑 10 Q・ D  資 10

ナレ10

① チャンスドー,から
三段攻軽ができるゲーム

① レシー7マフォギーションからの三段攻撃 8子貨恐各績習
③ ′ヽス、カバニリング練習

③
④ 始開

点
い
２
デ
ちヽ
ら
た
か
つ
陣
ま
自
決
に
が
す
ク
せ
イ
を
パ
メ
ス
サ．

コ

貴 1

緑 1 2

〇
〇

緑 2

黄 1 2

③ 7タックレンーフ
・
フォーメーションから

三段攻撃ができるゲーム
③ 7カ'レシーフ

・
フォーメニションからの三段攻撃

リ

習

　
一

練
　
バ

ク
習
カ

イ
練

ヽ

パ
ス
ス

ス
ト
パ

①
②
③ ング縦習

始開

パ
ロ
十
リ

ス
ブ
ー
，

①
②
③
④

賞 6 ( ビ 緑 1

ル?(五)黄 B
緑 1 1

③ 7'ヮクレシーフ
・
フォーメーションから

三段攻率ができるゲーム
③ アルルシーフ

'フ
十メーションからの手段攻撃

BR奮1骨景Iリング練習 始輪。する抑
ら
れ
ら

ブ
可
サ

②
③
④

B

コ

l

ト

′
て
　
　
　
コ
コ

☆ 4  `ビ 3 緑 6

緑 8 ( ビ 1 黄 8

オレi

② ,―デ時のフォギーウョンから
ホ
・
シ
・
ションチェンデをして=段 攻撃

ができるゲーム

② サーデ時のフォ「メーションからの三段攻撃 ① スパイク縦習
② トス練習 ム

ロ
琳
・する抑

沖
Ｗ
ゅ

①
③
④

′

ヽ

　

コ

責 2  ` ビ 7 緑 3

緑9(ビ リ  ☆ 9

ナレ,

① チャン淋
・―ルか ら
三段攻率ができるゲーム

① レシーフ
・
フォーメーションからの三段攻撃 8灸ダr名茶三リング縛習

始開

ミ

≡

フ

′

ゃ
７

一

ス

ー

サ

①
③
④

て
　
　
　
コ
コ
】

責 3 ( ピ 緑 4

緑 13(ヒ
・
1 黄 l l

オレ7

事攻
ら
段
か
ニ
抄
て
↓
し
，メ
を
ム

才
ガ

一

の
，
ゲ

時
冴
る

デ
カ
き

サ．
ア
で

②
ポ
が

② ,―フ
・
時のフォーメーションからの三段攻事 8灸ダr名案宣リング練習 8う

奮じ多祭炎事:廷:3鴛
③ 可テームで5回以内でフ

・
レーする

④ ゆ るくサーデを打つてフ
・
け―開始

① チャンスホ
・―ルから三段攻撃ができるゲーム

②当霞酪 宅雪哲ざ畳ミ
・メンルれンガをして

③ アタッルシーデフオーメーションから三段攻事ができる
ゲーム
④ その他

＜
①
②
Ｑ
貿
∪


